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(57)【要約】
　安全で、かつ装飾性の高い照明光により装飾性を向上
させた装飾装置を提供する。
　装飾カバー（１０）は、レンチキュラレンズシート（
２１）と、外枠（２２）と、接点（２３）と、複数のＬ
ＥＤチップ（２４）とを備える。外枠（２２）は、スマ
ートフォン（１１）の外周縁に外嵌される。レンチキュ
ラレンズシート（２１）は、外枠（２２）と一体に設け
られ、スマートフォン（１１）の裏面（１１Ｂ）を覆う
。ＬＥＤチップ（２４）は、レンチキュラレンズシート
（２１）の平坦面（２１Ａ）側に、シリンドリカルレン
ズ（２６）の長手方向と平行に複数配されている。複数
のＬＥＤチップ（２４）は、駆動部（２７）によって発
光状態が変更される。駆動部（２７）は、接点（１７）
、（２３）を介してスマートフォン（１１）の制御部（
１５）と接続され、制御部（１５）によるスマートフォ
ン（１１）の作動状態に連動してＬＥＤチップ（２４）
の発光状態を変更する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作動機器を装飾する装飾装置であって、
　凸形状を有するシリンドリカルレンズが複数配列され、前記凸形状とは反対側に平坦面
が形成されたレンチキュラレンズシートと、
　前記平坦面側に配された光源と、
　前記作動機器の作動状態又は前記作動機器が有する情報に応じて、前記光源の発光状態
を変化させる駆動部と、
　を備える装飾装置。
【請求項２】
　前記光源を複数有し、複数の前記光源は、前記シリンドリカルレンズの長手方向と平行
に配列されている請求項１記載の装飾装置。
【請求項３】
　前記レンチキュラレンズシートを複数有し、複数の前記レンチキュラレンズシートは積
層されている請求項２記載の装飾装置。
【請求項４】
　１つの前記レンチキュラレンズシートは、他の前記レンチキュラレンズシートに対して
傾斜している請求項３記載の装飾装置。
【請求項５】
　１つの前記レンチキュラレンズシートは、他の前記レンチキュラレンズシートに対して
スライド自在に設けられている請求項３または４記載の装飾装置。
【請求項６】
　前記駆動部は、前記作動機器の作動状態又は前記作動機器が有する情報に応じて、前記
光源の発光パターンを変更する請求項１から５いずれか１項記載の装飾装置。
【請求項７】
　１つの前記レンチキュラレンズシートには、前記平坦面側に、絵柄が形成された画像形
成層が設けられている請求項１から６いずれか１項記載の装飾装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スマートフォン等の外観を装飾する装飾装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォンやタブレット型コンピュータ等の外観を装飾するための装飾カバーが知
られている。例えば、特許文献１記載の装飾カバーは、スマートフォンの外周縁に係合す
る係合部と、係合部と一体に設けられたカバー部と、カバー部の表面に設けられ、絵柄や
文字等の形状をした装飾部品とを有している。この装飾カバーは、スマートフォンに対し
て着脱自在に取り付けられる。また、カバー部は、色の異なるシート材を積層して形成さ
れ、上面側のシート材に切り欠きを形成して下面側のシート材を露呈させることで装飾し
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１２５４６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１記載の装飾カバーでは、スマートフォンを装飾する要素としては、装飾
部品や、カバー部に形成された切り欠き等であり、指等が引っ掛かり、操作の妨げになる
場合がある。また、最近では、装飾要素として、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）等の小
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型の光源が広く用いられている。しかしながら、ＬＥＤ等の光源は、発光する範囲が狭く
、装飾性の高い照明光を得るためには、多数の光源を必要としていた。
【０００５】
　そこで、出願人は、操作の妨げにならずに安全で、かつ少ない光源で装飾性の高い照明
光が得られ、装飾性を向上させた装飾装置を作成することを検討している。
【０００６】
　本発明は、安全で、かつ装飾性の高い照明光により装飾性を向上させた装飾装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の装飾装置は、作動機器を装飾する装飾装置であって、レンチキュラレンズシー
トと、光源と、駆動部とを備える。レンチキュラレンズシートは、凸形状を有するシリン
ドリカルレンズが複数配列され、凸形状とは反対側に平坦面が形成されている。光源は、
平坦面側に配されている。駆動部は、作動機器の作動状態又は作動機器が有する情報に応
じて、光源の発光状態を変化させる
【０００８】
　光源を複数有し、複数の光源は、シリンドリカルレンズの長手方向と平行に配列されて
いることが好ましい。レンチキュラレンズシートを複数有し、複数のレンチキュラレンズ
シートは積層されていることが好ましい。
【０００９】
　１つのレンチキュラレンズシートは、他のレンチキュラレンズシートに対して傾斜して
いることが好ましい。１つのレンチキュラレンズシートは、他のレンチキュラレンズシー
トに対してスライド自在に設けられていることが好ましい。
【００１０】
　駆動部は、作動機器の作動状態又は作動機器が有する情報に応じて、光源の発光パター
ンを変更することが好ましい。１つのレンチキュラレンズシートには、平坦面側に、絵柄
が形成された画像形成層が設けられていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、シリンドリカルレンズが複数配列されたレンチキュラレンズシートの
平坦面側に光源を配し、作動機器の作動状態又は作動機器が有する情報に応じて、発光状
態を変化させるので、操作の妨げにならずに安全で、かつ装飾性の高い照明光により装飾
性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の装飾装置としての装飾カバーを装着したスマートフォンの正面側斜視図
である。
【図２】装飾カバーを装着したスマートフォンの背面側斜視図である。
【図３】装飾カバー及びスマートフォンの斜視図である。
【図４】装飾カバー及びスマートフォンの要部断面図である。
【図５】装飾カバーの発光状態を示す背面図である。
【図６】複数のレンチキュラレンズシートを積層した第２実施形態の装飾カバーの背面図
である。
【図７】第２実施形態の装飾カバー及びスマートフォンの要部断面図である。
【図８】第２実施形態の装飾カバーの発光状態を示す背面図である。
【図９】レンチキュラレンズシートに画像形成層を一体に設けた第３実施形態の装飾カバ
ーの背面図である。
【図１０】第３実施形態の装飾カバー及びスマートフォンの要部断面図である。
【図１１】本発明を照明装置に適用した例を示す斜視図である。
【図１２】本発明を自動車の内装品に適用した例を示す斜視図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１３】
　［第１実施形態］
　本発明の装飾装置の一例として、図１～図３に装飾カバー１０を示す。図１に示すよう
に、装飾カバー１０は、作動機器としてのスマートフォン１１に取り付けられて、スマー
トフォン１１の外観を装飾するものである。スマートフォン１１は、表面１１Ａに表示入
力部１２を有する。スマートフォン１１は、表示入力部１２が指等で操作されることで所
定の指示が制御部１５（図４参照）に与えられる。表示入力部１２としては、公知のタッ
チパネルディスプレイが用いられる。
【００１４】
　図２及び図３に示すように、スマートフォン１１には、装飾カバー１０が取り付けられ
る裏面１１Ｂ側にカメラモジュール１３が設けられている。このカメラモジュール１３を
用いて静止画や動画の撮影が行われる。カメラモジュール１３で撮影された静止画や動画
は、表示入力部１２に表示される。また、スマートフォン１１には、電源スイッチ１４等
が設けられている。
【００１５】
　図４に示すように、スマートフォン１１は、制御部１５、通信部１６、接点１７等を備
える。制御部１５は、表示入力部１２等の操作に応答して、スマートフォン１１の各部を
統括的に制御し、入力された指示に対応する各種処理を実行する。通信部１６は、電話会
社の基地局と通信を行う。
【００１６】
　制御部１５は、表示入力部１２等の入力に応じて、通信部１６を介し、基地局と通信を
行う。そして、スマートフォン１１に内蔵されたマイク及びスピーカ（図示せず）を介し
て、他の電話と通話を行うことができる。また、制御部１５は、通信部１６を介し、イン
ターネットと接続することにより、ウェブページの表示入力部１２への表示や、メールの
送受信等を行う。接点１７は、後述する装飾カバー１０の接点２３と接触することにより
、制御部１５と装飾カバー１０とを電気的に接続する。
【００１７】
　図３に示すように、装飾カバー１０は、レンチキュラレンズシート２１と、外枠２２と
、接点２３と、複数のＬＥＤチップ２４と、基板２５とを備える。外枠２２は、スマート
フォン１１の外周縁に外嵌される長方形の枠体である。外枠２２には、電源スイッチ１４
を露呈させる切り欠き２２ａが形成されている。
【００１８】
　レンチキュラレンズシート２１は、外枠２２と一体に設けられている。レンチキュラレ
ンズシート２１は、外枠２２がスマートフォン１１の外周縁に外嵌された場合に、スマー
トフォン１１の裏面１１Ｂを覆う。
【００１９】
　レンチキュラレンズシート２１は、複数のシリンドリカルレンズ２６により構成されて
いる。各シリンドリカルレンズ２６は、半円柱形の凸形状２６Ａを有し、この凸形状２６
Ａとは反対側は平坦状である。各シリンドリカルレンズ２６は、Ｙ方向に延伸しており、
隣接するシリンドリカルレンズ２６と平行に配置されている。すなわち、シリンドリカル
レンズ２６は、Ｙ方向と直交するＸ方向に一定のピッチで配置されている。レンチキュラ
レンズシート２１は、凸形状２６Ａとは反対側に平坦面２１Ａを有する。
【００２０】
　レンチキュラレンズシート２１の材料としては、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート
）、ＰＰ（ポリプロピレン）、ＰＥＴＧ（グリコール変性ポリエチレンテレフタレート）
、ポリカーボネート、アクリル、アクリレート系樹脂等の透明な樹脂材料が用いられる。
【００２１】
　基板２５は、外枠２２の内部で、レンチキュラレンズシート２１の平坦面２１Ａと対面
する位置に取り付けられている。ＬＥＤチップ２４は、装飾カバー１０の光源として、基
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板２５上に複数設けられている。ＬＥＤチップ２４は、レンチキュラレンズシート２１の
平坦面２１Ａ側に、シリンドリカルレンズ２６の長手方向（Ｙ方向）と平行に配列されて
いる。ＬＥＤチップ２４は、基板２５に設けられた駆動部２７によって発光制御される。
駆動部２７は、接点１７、２３を介してスマートフォン１１の制御部１５と接続される。
駆動部２７は、制御部１５によるスマートフォン１１の作動状態に連動してＬＥＤチップ
２４の発光状態を変化させる。この発光状態には、発光及び非発光のタイミングや、発光
パターン等が含まれる。
【００２２】
　ＬＥＤチップ２４としては、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、白色ＬＥＤ等が用
いられる。基板２５に設ける複数のＬＥＤチップ２４は、全て同一色であっても良いが、
複数色を組み合わせたものであっても良い。
【００２３】
　スマートフォン１１に装飾カバー１０を取り付ける場合、例えば、スマートフォン１１
に専用のアプリケーションソフトをインストールする。このアプリケーションソフトを実
行することにより、スマートフォン１１は、その作動状態に応じて接点１７から制御信号
を出力する。
【００２４】
　スマートフォン１１の作動状態には、他の電話機との通話を行う通話状態、インターネ
ットと接続してウェブページ等を表示入力部１２に表示するネット閲覧状態、メールの送
受信を行うメール送受信状態等がある。これらの各状態において、制御部１５は、ＬＥＤ
チップ２４を発光させる発光制御信号を出力する。この発光制御信号は、複数のＬＥＤチ
ップ２４のそれぞれを発光させる発光パターンを制御するものである。この発光パターン
は、作動状態ごとに異なることが好ましい。
【００２５】
　駆動部２７は、接点１７、２３を介してスマートフォン１１から発光制御信号を受信す
る。駆動部２７は、受信した発光制御信号に基づいて、各ＬＥＤチップ２４を発光状態ま
たは非発光状態とする。
【００２６】
　図５は、全てのＬＥＤチップ２４が発光した状態を示している。各ＬＥＤチップ２４か
ら射出された光は、レンチキュラレンズシート２１を通過する際に、シリンドリカルレン
ズ２６の配列方向（Ｘ方向）に拡散してライン状の光となる。装飾カバー１０では、シリ
ンドリカルレンズ２６の長手方向（Ｙ方向）と平行に配されたＬＥＤチップ２４ごとにラ
イン状の光が生成されるので、レンチキュラレンズシート２１の略全面に渡って縞状とな
った、装飾性の高い照明光が得られる。
【００２７】
　また、各ＬＥＤチップ２４が、スマートフォン１１の作動状態に応じた発光制御信号に
基づいて、発光状態または非発光状態とされるので、ユーザは、照明光の発光パターンに
より、スマートフォン１１の作動状態を認識することができる。
【００２８】
　以上のように、本発明の装飾カバー１０では、ＬＥＤチップ２４、及び基板２５等がレ
ンチキュラレンズシート２１、外枠２２で覆われ、指等が引っ掛かることが無いため、安
全に操作を行うことができる。さらに、装飾カバー１０は、スマートフォン１１が作動し
た場合に、その作動状態に応じて、各ＬＥＤチップ２４が発光状態または非発光状態とさ
れる。そして、レンチキュラレンズシート２１を介してライン状の光が発せられるので、
装飾性の高い照明光が得られ、スマートフォン１１の装飾性が向上する。
【００２９】
　なお、上記実施形態では、スマートフォン１１の作動状態に応じて発光制御信号による
各ＬＥＤチップ２４の発光パターンを変更しているが、スマートフォン１１が有する情報
に応じて発光パターンを変更しても良い。例えば、電話やメールの着信情報（着信の有無
）や、バッテリの残量情報、現在時刻、天気や気温等の気象情報等に応じて発光パターン
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を変更しても良い。
【００３０】
　［第２実施形態］
　上記第１実施形態では、装飾カバー１０にレンチキュラレンズシート２１を１枚だけ設
けているが、本発明はこれに限定するものではなく、複数枚のレンチキュラレンズシート
を積層することも好ましい。
【００３１】
　図６及び図７において、第２実施形態の装飾カバー３０は、第１レンチキュラレンズシ
ート３１、第２レンチキュラレンズシート３２を有する。第１レンチキュラレンズシート
３１及び第２レンチキュラレンズシート３２は積層されている。第１レンチキュラレンズ
シート３１は、第１実施形態のレンチキュラレンズシート２１と同様に、外枠２２と一体
に設けられる。第１レンチキュラレンズシート３１は、外枠２２がスマートフォン１１の
外周縁に外嵌された場合、スマートフォン１１の裏面１１Ｂを覆う。また、第１レンチキ
ュラレンズシート３１には、カメラモジュール１３を露呈させる開口部３１Ａが形成され
ている。
【００３２】
　第２レンチキュラレンズシート３２は、第１レンチキュラレンズシート３１よりも小さ
いこと以外は、第１レンチキュラレンズシート３１と同様の構成であり、第１レンチキュ
ラレンズシート３１と、基板２５との間に取り付けられている。
【００３３】
　第１レンチキュラレンズシート３１と、第２レンチキュラレンズシート３２とは、接着
や粘着等の方法を用いて接合されている。第１レンチキュラレンズシート３１と、第２レ
ンチキュラレンズシート３２とを接合させる接合剤（接着剤や粘着剤）としては、第１及
び第２レンチキュラレンズシート３１、３２を介して照明光が観察可能なように、光透過
性を有する材料が用いられる。
【００３４】
　第１及び第２レンチキュラレンズシート３１、３２は、互いに非平行に配されている。
すなわち、第１レンチキュラレンズシート３１のシリンドリカルレンズ２６の長手方向（
Ｙ１方向）に対して第２レンチキュラレンズシート３２のシリンドリカルレンズ２６の長
手方向（Ｙ２方向）は、傾きαを有しており、第２レンチキュラレンズシート３２は、第
１レンチキュラレンズシート３１に対して傾斜している。これにより、ＬＥＤチップ２４
から発する照明光は、第１レンチキュラレンズシート３１を通過する際と、第２レンチキ
ュラレンズシート３２を通過する際とで、それぞれ異なる方向に拡散する。
【００３５】
　図８に示すように、各ＬＥＤチップ２４から射出された光は、第１レンチキュラレンズ
シート３１のシリンドリカルレンズ２６の配列方向（Ｘ１方向）と、第２レンチキュラレ
ンズシート３２のシリンドリカルレンズ２６の配列方向（Ｘ２方向）とにそれぞれ拡散し
て、互いに交差したライン状の光となる。すなわち、照明光には、傾きαに応じてモアレ
が生じ、特殊な視覚効果が得られる。このように、本実施形態では、さらに装飾性の高い
照明光が得られる。
【００３６】
　なお、上記第２実施形態では、第１レンチキュラレンズシート３１に対して第２レンチ
キュラレンズシート３２を接合して固定させているが、これに限らず、第２レンチキュラ
レンズシート３２を回転自在に設け、かつ第２レンチキュラレンズシート３２を第１レン
チキュラレンズシート３１に対して回転させることにより、シリンドリカルレンズ２６の
長手方向の傾きを変える回転機構（図示せず）を設けてもよい。
【００３７】
　この場合、駆動部２７は、スマートフォン１１の制御信号に応じて回転機構を作動させ
、スマートフォン１１の作動状態や、スマートフォン１１が有する情報に応じて第２レン
チキュラレンズシート３２を回転させてもよい。
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【００３８】
　［第３実施形態］
　上記第１及び第２実施形態では、レンチキュラレンズシートは透明であるが、レンチキ
ュラレンズシートの平坦面側に画像を形成しても良い。
【００３９】
　図９及び図１０に示す第３実施形態の装飾カバー４０は、レンチキュラレンズシート２
１と一体に画像形成層４１が設けられている。装飾カバー４０は、画像形成層４１を有す
ること以外は、第１実施形態の装飾カバー１０と同一の構成である。
【００４０】
　画像形成層４１は、レンチキュラレンズシート２１の平坦面２１Ａ側に設けられている
。画像形成層４１は、平坦面２１Ａに画像を直接印刷または転写することにより形成され
ている。この場合、画像形成層４１の材料としては、レンチキュラレンズシート２１の平
坦面２１Ａに密着可能で、かつ光透過性を有する材料であればよく、公知の塗料等が用い
られる。
【００４１】
　画像形成層４１には、絵柄が形成されている。本実施形態では、絵柄として、カーボン
繊維を綾織した場合に生じる綾織パターンが画像形成層４１に形成されている。ＬＥＤチ
ップ２４が発光すると、レンチキュラレンズシート２１を介してライン状の光が発せられ
、画像形成層４１に形成された絵柄が、照明光中に現れる。このように、本実施形態では
、さらに装飾性の高い照明光が得られる。
【００４２】
　なお、本実施形態では、レンチキュラレンズシート２１の平坦面２１Ａに画像形成層４
１を直接形成しているが、画像形成層４１を、透明な樹脂シートである画像形成媒体（図
示せず）に形成したうえで、この画像形成媒体をレンチキュラレンズシート２１に接合し
ても良い。この場合、レンチキュラレンズシート２１と画像形成媒体とを接合させる接合
剤（接着剤や粘着剤）としては、レンチキュラレンズシート２１を介して画像形成層４１
が観察可能なように、透明性を有する材料が用いられる。
【００４３】
　［第４実施形態］
　次に、図１１は、本発明の装飾装置を照明装置５０に適用した例を示す。照明装置５０
は、第１及び第２レンチキュラレンズシート５１、５２と、台座５３と、複数の光源５４
と、光源５４の発光状態を変化させる駆動部５５とを備える。レンチキュラレンズシート
５１、５２のうち、第１レンチキュラレンズシート５１には、第３実施形態と同様の画像
形成層４１が設けられている。
【００４４】
　照明装置５０は、例えば、作動機器としてのデスクトップ型コンピュータに取り付けら
れる。駆動部５５は、コンピュータの制御部と電気的に接続される。駆動部５５は、コン
ピュータの作動状態に連動して光源５４の発光状態を変化させる。この発光状態には、発
光及び非発光のタイミングや、発光パターン等が含まれる。
【００４５】
　第１レンチキュラレンズシート５１は、シリンドリカルレンズ２６の凸形状２６Ａを外
周面側にして円筒状に湾曲されている。湾曲方向は、シリンドリカルレンズ２６の長手方
向（Ｙ１方向）と直交する方向である。第１レンチキュラレンズシート５１は、台座５３
に支持されている。
【００４６】
　第２レンチキュラレンズシート５２は、内周面が、第１レンチキュラレンズシート５１
の外周面を囲うように円筒状に湾曲されている。第１及び第２レンチキュラレンズシート
５１、５２は、互いにシリンドリカルレンズ２６の長手方向が直交している。第１レンチ
キュラレンズシート５１のシリンドリカルレンズ２６の長手方向（Ｙ１方向）に対して第
２レンチキュラレンズシート３２のシリンドリカルレンズ２６の長手方向（Ｙ２方向）は
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、直交している。
【００４７】
　各光源５４は、例えば、ＬＥＤからなり、図示しない支柱に支持されている。各光源５
４は、第１レンチキュラレンズシート５１が形成する円筒状の内部空間に、第１レンチキ
ュラレンズシート５１のシリンドリカルレンズ２６の長手方向と平行に、所定の間隔で配
されている。
【００４８】
　光源５４としては、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、白色ＬＥＤ等が用いられる
。照明装置５０に設ける複数の光源５４は、全て同一色であっても良いが、複数色を組み
合わせたものであっても良い。
【００４９】
　第２レンチキュラレンズシート５２は、第１レンチキュラレンズシート５１に対してス
ライド自在である。各光源５４から射出された光は、第１レンチキュラレンズシート５１
を通過する際に、シリンドリカルレンズ２６の配列方向（Ｙ２方向）に拡散してリング状
の光となる。また、各光源５４から射出された光は、第２レンチキュラレンズシート５２
を通過する際に、シリンドリカルレンズ２６の長手方向（Ｙ１方向）に拡散してライン状
の光となる。
【００５０】
　このように、光源５４から射出された光は、第１レンチキュラレンズシート５１と、第
２レンチキュラレンズシート５２とを通過する際にそれぞれシリンドリカルレンズ２６の
長手方向に直交する方向に拡散するので、装飾性の高い照明光が得られる。
【００５１】
　また、第２レンチキュラレンズシート５２を第１レンチキュラレンズシート５１に対し
てスライド自在であるので、ユーザが第２レンチキュラレンズシート５２を手動でスライ
ドさせることにより、光を拡散させる方向を変化させることができる。
【００５２】
　なお、図１１に示す例では、第２レンチキュラレンズシート５２を第１レンチキュラレ
ンズシート５１に対して手動でスライド可能としているが、これに限定されず、第２レン
チキュラレンズシート５２を電気的に移動させる移動機構（図示せず）を設けてもよい。
この場合、駆動部５５は、コンピュータの制御信号に応じて移動機構を作動させ、コンピ
ュータの作動状態に応じて第２レンチキュラレンズシート５２をスライド移動させること
が好ましい。
【００５３】
　［第５実施形態］
　図１２は、本発明の装飾装置６０を、作動機器としての自動車６１の内装品に適用した
例を示している。装飾装置６０は、内装品の一部に埋め込むように取り付けられる。装飾
装置６０は、第１実施形態の装飾カバー１０と同様のレンチキュラレンズシート２１と、
複数のＬＥＤチップ２４と、基板２５とを備える。レンチキュラレンズシート２１には、
第３実施形態と同様の画像形成層４１が一体に設けられている。
【００５４】
　装飾装置６０は、例えば、自動車６１のステアリングホイール６２、ドアパネル６３、
ダッシュボード６４等に取り付けられる。装飾装置６０は、可撓性を有するので、貼り付
け箇所の曲面に合わせて湾曲させた状態で貼り付けられる。
【００５５】
　基板２５に設けられた駆動部２７は、図示しない配線を介して自動車６１の制御部に電
気的に接続され、例えばエンジンを始動した場合に、ＬＥＤチップ２４を発光させるため
の発光制御信号を出力する。
【００５６】
　駆動部２７は、自動車６１の制御部から発光制御信号が送信された場合に、発光制御信
号に基づいて、各ＬＥＤチップ２４の発光状態を変化させる。この発光状態には、発光及



(9) JP WO2016/175037 A1 2016.11.3

10

20

30

40

50

び非発光のタイミングや、発光パターン等が含まれる。
【００５７】
　なお、上記第５実施形態では、自動車６１の制御部から送信された発光制御信号により
各ＬＥＤチップ２４の発光状態を変化させているが、例えば、自動車６１に取り付けられ
たカーナビゲーション装置により、発光及び非発光のタイミングや、発光パターン等を設
定可能とし、この設定に基づいて駆動部２７に発光制御信号を送信するようにしてもよい
。あるいは、スマートフォンやタブレット型コンピュータ等の通信端末から、発光パター
ン等を設定可能としてもよい。駆動部２７に対してカーナビゲーション装置や通信端末か
ら設定する発光パターンとしては、例えば、現在時刻、天気や気温等の気象情報、自動車
６１のカーステレオの音楽等に応じて発光パターンを変更しても良い。
【００５８】
　なお、上記各実施形態では、光源としてＬＥＤを用いているが、ＬＥＤ以外の光源を用
いても良い。また、光源を、色を可変なものとし、発光制御信号に基づいて光源の色を変
化させても良い。
【００５９】
　上記実施形態では、本発明の装飾装置を適用する作動機器として、スマートフォン、自
動車、照明装置を挙げているが、これらに限定されず、コンピュータ、オーディオ装置、
カメラ等の作動機器に本発明の装飾装置を適用することも可能である。
【符号の説明】
【００６０】
１０、３０、４０　装飾カバー（装飾装置）
１１　スマートフォン（作動機器）
１１Ａ　表面
１１Ｂ　裏面
１２　表示入力部
１３　カメラモジュール
１４　電源スイッチ
１５　制御部
１６　通信部
１７、２３　接点
２１　レンチキュラレンズシート
２１Ａ　平坦面
２２　外枠
２２ａ　切り欠き
２４　ＬＥＤチップ
２５　基板
２６　シリンドリカルレンズ
２６Ａ　凸形状
２７　駆動部
３１、５１　第１レンチキュラレンズシート
３１Ａ　開口部
３２、５２　第２レンチキュラレンズシート
４１　画像形成層
５０　照明装置（装飾装置）
５３　台座
５４　光源
５５　駆動部
６０　装飾装置
６１　自動車（作動機器）
６２　ステアリングホイール
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６３　ドアパネル
６４　ダッシュボード

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月17日(2017.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作動機器を装飾する装飾装置であって、
　凸形状を有するシリンドリカルレンズが複数配列され、前記凸形状とは反対側に平坦面
が形成されたレンチキュラレンズシートと、
　前記平坦面側に配された光源であって、前記シリンドリカルレンズの長手方向と平行に
配された複数の光源と、
　前記作動機器の作動状態又は前記作動機器が有する情報に応じて、前記光源の発光状態
を変化させる駆動部と、
　を備える装飾装置。
【請求項２】
（削除）
【請求項３】
　前記レンチキュラレンズシートを複数有し、複数の前記レンチキュラレンズシートは積
層されている請求項１記載の装飾装置。
【請求項４】
　１つの前記レンチキュラレンズシートは、他の前記レンチキュラレンズシートに対して
傾斜している請求項３記載の装飾装置。
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【請求項５】
　１つの前記レンチキュラレンズシートは、他の前記レンチキュラレンズシートに対して
スライド自在に設けられている請求項３または４記載の装飾装置。
【請求項６】
　前記駆動部は、前記作動機器の作動状態又は前記作動機器が有する情報に応じて、前記
光源の発光パターンを変更する請求項１，３から５いずれか１項記載の装飾装置。
【請求項７】
　１つの前記レンチキュラレンズシートには、前記平坦面側に、絵柄が形成された画像形
成層が設けられている請求項１，３から６いずれか１項記載の装飾装置。
【手続補正書】
【提出日】平成29年10月30日(2017.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　作動機器を装飾する装飾装置であって、
　凸形状を有するシリンドリカルレンズが複数配列され、前記凸形状とは反対側に平坦面
が形成されたレンチキュラレンズシートと、
　前記平坦面側に配された光源であって、前記シリンドリカルレンズの長手方向と平行に
前記装飾装置の両端近くまで配された複数の光源と、
　　前記作動機器の作動状態又は前記作動機器が有する情報に応じて、前記光源の発光状
態を変化させる駆動部と、
　を備える装飾装置。
【請求項２】
　前記レンチキュラレンズシートを複数有し、複数の前記レンチキュラレンズシートは積
層されている請求項１記載の装飾装置。
【請求項３】
　１つの前記レンチキュラレンズシートは、他の前記レンチキュラレンズシートに対して
傾斜している請求項２記載の装飾装置。
【請求項４】
　１つの前記レンチキュラレンズシートは、他の前記レンチキュラレンズシートに対して
スライド自在に設けられている請求項２または３記載の装飾装置。
【請求項５】
　前記駆動部は、前記作動機器の作動状態又は前記作動機器が有する情報に応じて、前記
光源の発光パターンを変更する請求項１から４いずれか１項記載の装飾装置。
【請求項６】
　１つの前記レンチキュラレンズシートには、前記平坦面側に、絵柄が形成された画像形
成層が設けられている請求項１から５いずれか１項記載の装飾装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　第２レンチキュラレンズシート５２は、内周面が、第１レンチキュラレンズシート５１
の外周面を囲うように円筒状に湾曲されている。第１及び第２レンチキュラレンズシート
５１、５２は、互いにシリンドリカルレンズ２６の長手方向が直交している。第１レンチ
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キュラレンズシート５１のシリンドリカルレンズ２６の長手方向（Ｙ１方向）に対して第
２レンチキュラレンズシート５２のシリンドリカルレンズ２６の長手方向（Ｙ２方向）は
、直交している。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　第２レンチキュラレンズシート５２は、第１レンチキュラレンズシート５１に対してス
ライド自在である。各光源５４から射出された光は、第１レンチキュラレンズシート５１
を通過する際に、第１レンチキュラレンズシート５１のシリンドリカルレンズ２６の配列
方向（Ｙ２方向）に拡散してリング状の光となる。また、各光源５４から射出された光は
、第２レンチキュラレンズシート５２を通過する際に、第２レンチキュラレンズシート５
２のシリンドリカルレンズ２６の配列方向（Ｙ１方向）に拡散してライン状の光となる。
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